
スノーブス一族の終息

-The Mansionの世界-

田　中　久　男

Faulknerの18作目の長別、説The Mansionは,スノーブス三部作の最終巻として1959年11

月に出版された。作者が創作活動の中で一番長く付き合ってきたスノーブス一族の物語,即ち

"the thirty-four-year progress of this particular chronicle""は,この作品でもってようやく完結

したわけである1956年12月13日と推定されるElseJonsson (スウェーデンのジャーナリストの夫

人)宛の手紙で,作者は現在執筆中のThe Mansionを書き終れば, "maybe then my talent

will have burnt out..."2)だと述べ,執筆がすでに終っていた1959年7月26日付と推定されるHar-

old Ober (作者の文学エージェソり宛の手紙で, "Having, with THE MANSION,丘nished

the last of my planned labors…"3'とまで言っている。このあとThe Reivers (1962)が発表さ

れているが,作者はTheMansionできれいにスノーブス一族の物語の片を付けておきたいと思っ

たばかりか,この作品が自己の創作力の燃焼の最後の枚会として,これまでの作品で創造した人物

たちを含めて,ヨクナハト-ファ郡という南部の縮図としての社会を,時間的,空間的に傭撤して

総括しようとしたようにも思われる。

Blotnerによると,この作品F-対する書評では, The Town (1957)同様,物語の展開が散恒で,

創作力の噴出というよりは,技巧の練達を感じさせるといっーた評価がなされたが,また一方では,

Minkのセクションは秀れた出来はえを示すものとして,好評を博したようである,4) Faulknerは

一体に,悲劇的な状況で苦しむ人物とか,あらがい菜釦、宿命に引きずられるように破滅的な人生を

辿る人物を措く場合,例えばJoe ChristmasとかThomas Sutpen等の物語に,創作力の冴えが

顕著に出てくる傾向を持っているO　この作品のMinkの物語に感じられる創作力の冴えも,作者の

この特質から主に出ていると思われる。しかし単にこれだけではないようである。作者がある意図

のもとに,前二作(といっても専らThe Hamlet 〔1940〕の場合)のMink像を微妙に修正,肥

大させながら,この人物の中に自己の思いを隠微に流し込もうとしたところにも　Minkの物語が

放つ生彩の一因があるように思われるのである。

本稿では,作者のこの意図を考えながら　The Mansionの構築にMinkが果している役割,め

るいはその意味を,他の人物たちとの関連において考察し,次に,研究者の問で解釈の相違が見ら

れるスノープ・y.ズムの本質等の問題にも少し触れてみたい。

en

The Mansionは　Mink (1-5章), Linda (6-11章:), Flem (12-18章)という三つのセクシ

ョンの塀に配列されていて,スノーブス一族の自壊5)というこの作品の主題に収蝕するように構成

されている。この構成を緊密に効果的にするために,綿密な配慮がなされている。もちろんこの作

品には,スノーブス三部作の前二巻の内容の繰り返し,要約,言及といった部分もかなり含まれて

いるので,読者は二番煎の物語を閑かされているような感じがしなくもない。しかし三部作におけ

vriニ



田　中　久　男

るこの作品の位置を考慮しながら読んでみると,それらは単なる繰り返し,要約などではなく,時

間の進行の大きな幅の中で,人物,エピソードを巨視的,多角的に捉えるた桝こ使われていること

が分かるはずである。

Minkのセクショソの冒頭,つまりこの小説の始まりには,彼がHouston殺害の罪で終身刑を宣

告される場面が置かれている。6'これによって読者は　The Hamletの中の1908年の世界に連れ戻

され,それからMinkのHouston殺しの背景が　The Hamletの場合よりもいっそう鮮明な形で

大写しにされ,いささか変更を加えられて示される。この背景の中でHoustonと対比されながら'

Minkに関する二つの点が強調されている。一つはHoustonの富裕な生活ぶりに対するMinkの

貧窮ぶりであり,もう一つはHoustonの侶倣と狭量に対する, Minkの片ま地なまでの情念の一

徹さと耐える姿勢である。第一の点に関しては,例えばHoustonの富裕さが, "alone on that big

pl丘ce with two nigger servants, the man and the woman to cook, and the stallion and the

big Bluetick hound...." (p. 10)というふうに説明されるのに対して, Minkの唯一の家畜は"the

barren and worthless cow" (p. 9)で,家は"the paintless and repairless tenant cabin (p. 9;

であり, "a dollar or two of the gewgaw丘nery his wife and his two daughters were forever

whining at him for" (pp. 12-13)を買うことも自由にならぬほどの彼の赤貧ぶりが去調されてい

`・る。

一方,第二の点に関して作者は　The Hamletにおけるエピソードを曳分修正して　Minkの怒

り,精神の緊張の度合が強まるようにしている。つまりTheHamletにおいては, Minkが

Houstonの牧場で一冬過ごさせた自分の子牛(yearling)を取り戻そうとして相手に拒否され,戟

判にかけたが3ドルの囲い料(pound fee)の支払いを命ぜられる,という状況設定になっている。

ところがThe Mansionでは, Minkが自分の雌牛(cow)を取り戻すのに18日と半日間Houston

の牧場の新しい柵作りの仕事を余儀なくされ,そしてこの仕事が終った日に雌牛を取りに行かなか

ったために,相手から"that-ere extry one-dollar pound fee (p.39)を要求される,というふう

に状況が変更されている。このエピソードで強調されているのは　Houstonの`・arrogance and

intolerance and pride" (p.7)に対するMinkの"patience was his pride (p.22)という態度,

生き方である。しかし強調されているのは,単に彼の愚直なほどの耐える姿勢だけでなく,感情を

持った生身の人間としての尊厳,譲ることのできない権利,あるいは生活の場での正義といったも

のに,自分の生活の一切を犠牲にしてまでも,一途にこだわり続けようとする彼の性格である。こ

のことは, "simple justice and inalienable rights" (p. 12)という塀の言葉とか, "-his own'bad

luck had all his life continually harassed and harried him into the constant and unflagging

necessity of defending his own simple rights, (p. 7)といった文章によって示されている。

社会の底辺でのMinkの赤貧ぶりは　The Hamletにおいても十分感じ取れるL Houston殺

害を"the vindication of his rights and the liquidation of his injuries" (H, p.218)と説明す

る作者の言葉からも分かるように,人間存在としての尊厳,権利,感情に固執する彼の姿勢も窺う

ことはできる。しかしThe Mansionにおいて, MinkとHoustonが対比的に措写されることに

ょって,彼が横柄で偏狭なHoustonの被害者,犠牲者であるという感じが克く出てくる。と同時

に,彼が一徹に耐える姿勢を貫くことによって,自分を不運に押し込める境遇,あるいはこの世の

中の仕組みに,自己の破滅を代朕としてでも抗議の姿勢を示そうとする,凄まじい情念の持ち主で
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もあるかゐような人物像が浮かび上がってくるようにも思われる。これには作者の視点の使い方も

関わっているのは否めない。というのは,三人称の客観的視点で書かれているはずの箇所において,

Minkの視点が使われているところがあるからである。それは例えば,"adurnsullensonofa

bitch〔Houston〕thatdidn'tevenknowhewaslucky‥."(p.ll)とか,"血eonlyperson〔Flem〕

whohadthepowertosavehim〔Mink〕andwouldhavehadtosavehimwhetherhewanted

toornotbecauseoftheancientimmutablelawsofsimplebloodkinship(p.5)等の叙述の

中に覗いて見える。この視点の操作は,作者自身がMinkに同情を寄せている微妙な証しと考えて

間違いない。この同情をBrooksは,"dramaticsympathy"という言葉で表わしているO

この視点の操作と,先に触れたMinkの性格づけは,のちに起こる彼のFlem殺害の用意周到

な準備になっている。彼は人間生活の基底にある血縁感情を重んずるタイプの人間だが,この血縁

感情が従兄弟のFlemに裏切られ,刑に服することが決ってからは,``Hedidn'thavetobother

andworryatallnowsinceallhehadtodowaswait..."(p.42)なのである。彼には"that

unshakable,thatin丘nitepatience(p.43)という驚嘆すべき特質があるが,これはMinkが38

年という長い刑期を耐え抜く精神の強靭さを持っていることを保証するものである。と同時に,彼

のFlemへの復讐の気拝が朽ち果てることなく保持されるだろう,ということも保証してくれるは

ずである。"…theensuingretellingofMinksmurderofHoustonisclearlysetwithinthe

largerpatternofrevengeyettobeeffected,hismurderofFlem.8>とCreightonが言うよう

にHouston殺害の航路がFlem殺害に連なるものであることを,十分に暗示している。

[]〕

:Lindaのセクショソは,表面的にはMinkの復讐の物語には関係がないように見える。このセク

ショソの現在の物語の時間は,彼女が戦傷帰還兵として帰郷する1937年の時点から始まっている。,

しかしこのセクショソで説明される出来事あるいはユピソーn羊,この1937年以降のもの,および

TheHamletとTheTownで措き込まれたそれらの要約,言及などの他にGavinStevensと

Ratliffがニュー・ヨークでのLindaとBartonKohlの結婚式に立ち合ったこと,この夫婦がスペ

イソの内戦(theSpanishCivilWar)に参加し,夫が戦死したこと等,Lindaが1927年にニュー

・ヨークに発ってから帰郷までの範囲に及んでいる。その上,作者がこれまでに発表した作品の人

物たち,例えばBenjy,QuentinなどのCompson家の人々Sartoris家の双子の兄弟等だけでな

く,JoannaBurden,CaptainMcLendon,ByronSnopes等の人物たちのことが説明されている。

更に,読者にはなじみのJasonCompsonとかIkeMcCaslin(主に前セクシ。ソ)が陰に陽に顔

を覗かせる。こうした人物たちに関する説明,あるいは彼らの登場によって,TheMansionは

Vickeryの言うように,"thenostalgiaofreminiscence9の雰囲気を持っている。しかし,これ

は単に郷愁を呼び起こすという消極的な働きのために使われているのではなく,ジェファソソとい

う小さな町を,一つの有機体として時間的,空間的に濃密にする働きをしている。と同時に,小さ

な共同体とそこに住む人間たちにも,否応なく変化をもたらす時間の作用を感じさせる10)
。
この時問の作用!まLindaの中に端的に見て取れる。彼女は1936年にユダヤ人の彫刻家で共産主

義者のKohlと結嬉し,1937年に寡婦の聾唖老となって帰郷する。故郷では共産主義者として,二

人のフィンラソド人の共産主義者と"hope,millennium,dream(p.222)を語り合い,"theign0-
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raneeandsuperstitionwhichwouldcounter叫cancelherdream"(p.223)と闘いながら・黒

人の向上のた糾こ彼らの学校にも関与し,"NegroSundayschoolclasses"(p.244)を行なうFBI

の捜査の手が伸びるようになってStevensの勧めで1941年に/くスカグーラの造船所にリベ・/ト工

として離郷する。これがLindaのセクションにおける彼女の略歴であるoしかし作者は,この略

歴の背後に存在するアメリカと世界の政治的,社会的動向-の言及を時折さしはさみながら,

Lindaという個人に明白に及んだ時間の作用を巨視的に捉えようとしているのであるo例えば,

"…nowwewatchedthelightsgooutinSpainandEthiopia,thedarknessthatwasgoingto

creepeastwardacrossallEuropeandAsiatoo,untiltheshadowofitwouldfallacrossthe

paci丘cislandsuntilitreachedevenAmerica."(pp.177-178)という只の文章が多く織り込まれ

ている。これは,SteinbeckのTheGrapesofWrath(1939)における中間章,あるいはDos

PassosのU.S.A.(1938)の"Newsreel"に似た性格・つまり,登場人物たちが置かれている時

代の表情,あるいは歴史の顔を映し出す役割を持っているが,これらの作品ほどスケールは大きく

ない。しかし作者の意図は明白でLindaが"advancedinliberalism"(p.210)なKohlと同棲

ののちに結婚し,共産主義思想に染って行った背景としての1930年代の時代のうねりを伝えながら,

世界の新しい空気を吸って変貌した彼女が,この作品の主題である「メ・ノーブス一族の自壊」に関

わって行く基盤を作り出そうとしているのである。

Lindaはニュー・ヨークに行く前から,"theonlythinghe〔Flem〕lovedwasmoney(p.143J

だと気づいていたに違いないが,自分の母EulaとFlemとの夫婦生活,彼女とManfredDe

spainとの情愛閑鼠母の自殺のことなどを考え,結婚式のときに真の父親のHoakeMcCarron

に出会うことによって,自分とFlemとの間に大きな精神的な苗を作ったことは想像に難くないo

しかし作者は,この溝を単に個人的な感情の相においてだけでなく・時代的,社会的な相において

も捉えようとしたためにLindaが辿る人生を・時代のうねりという大きな外的な状況の中に置い

たのではないかと思i?れるo次のセクショソで彼女はMinkが出所すればFlem-の復讐に向う

ことを十分承知の上で,Minkの刑を2年短縮してもらう請蹴書を作成するが,これは確かに一面

ではFlemに対する彼女の個人的な恨み,反感,憎しみを晴らすための復讐,あるいはRatliだが

考えるように,母Eulaのための復讐(p.431)を行なおうとする動椀が働いたことは十分考えら

れることである。しかしLindaが間接的ながらMinkの復讐に手を貸したことは,大人の世界に

参入し,共産主義思想に触れて変貌した彼女が・"respectabilityandaristocracy"(p.153)の世界

に上昇しておさまっているFlemに対して・あの種の人間的,社会的正義を求めた表われとも考え

ることができるように思われる。

Lindaのセクショソは,前のセクショソでMinkがメソフイスで古いビストソを購入してFlem

殺害へ向う物語の緊張感を緩め,彼の復讐という物語の路線を希薄にしてしまう危険がある11)
OL
かしこのセクショソは,TheMansionがMinkの単なる個人的な復讐劇ではなく,Lindも,そ

れからStevensもRatli斤も直接,関接に関わる形で,この作品の主題に収蝕して行く構成を作り

出す上で,重要な役割を担っているのであるoこの観点に立てば・この作品に組み込まれた二つの

短篇,"BythePeople"と"HogPawn"121は,長別、説の中でおさまりが悪く,物語の進行を途

切れさせてしまう,一種の茶番劇(farce)のような性格を持っていながらも,存在理由はあると思

ゎれる。つまりRatliffのほら話ふうな術策によって,州議員のClarenceSnopesが政治家とし
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て失遂する前者の物語(13章)と,OrestesSnopesとMeadow丘11との確執の結果,Stevensによ

ってOrestesの意図が挫かれてしまう後者の物語(14章)は,主題を遠くから支える役割を果して

いると考えることもできるはずである13)
。

〔Ⅲ〕

Flemのセクショソの冒頭はMinkのセクションの末尾に繋がっていて,作品の大団円に向う緊

張感を作り出している。このセクショソで作者はMink像を単なる殺人者を超えた人物像に脹ら

ませようとしている。例えば彼は,Goodyhayが牧師として指導している新興宗教の小さな組織集

団の人たちから,"Youlooklikeapreacher."(p.264)とか,"Hell,you'reapreacher."(p.

266)と言われているMinkが説教師のように見えるというのは,奇異な感じがしなくもないが,

恐らくこれは,38年の刑期を務めた63歳の彼に,人生の苦しみと不運を精神の強靭さで耐え抜いて

きた人間が発散しうるような,ある静穏な厳かな雰囲気が感じられるということを示している。

しかし彼は,もとからこのような雰囲気を持っていたわけでなく,変化したのであるRatli的こ

言わせれば,"thatdurnlittlehalf-starvedwildcat"(p.374),あるいは``theonlyout-and-out

meanSnopesweeverexperienced"(Tp.79)という特質,つまり気性が激しく,手に負えな

いような片意地な面を持っている人物であった。それに作者はバーチマン刑務所に送られる前の

Minkについて,"Hedidn'tbelieveinanyOldMoster.Hehadseentoomuchinhistime

that,ifanyOldMosterexisted,...Hewouldhavedonesomethingabout.Besides,he,Mink,

wasntreligious.Hehadn'tbeentoachurchsincehewas丘fteenyearsoldandneveraimed

togoagain...(p.5)と説明していた。Minkにとっての"OldMoster"とは,"asimplefunda-

mentaljusticeandequityinhumanaffairs"(p.6)-の人間の期待を受けとめてくれる,この世

の人間を超えた存在のようである。これを神と呼んでもいいだろうが,それは,不運につ_きまとわ

れて苦しみ,社会の失敗者としての境遇に落とし込められている人間が,公平な扱いを求砂て,心

の底から怒りと抗議の叫びを上げてみたくなるような存在としての神である14)
。以前この神を信じ
ていなかったMinkは,出所してジェファソソへの道を辿って行く途中,古いピストルをうまく発

砲できるかどうか心配しながらも,〟/don't彫edtoworry.OldMosterjustpunishes;Hedon't

playjokes."(p.407)と自分に言い聞かせている。今はただこの世の"fairness"(p.106)を求め

て復讐を果そうとするのを,神が静かに見守ってくれていると信じれるほど,その存在に信頼を寄

せているのである。

このMinkの変化は,彼の黒人に対する態度にも表われている。彼はHouston殺害で?ェファ

ソソの刑務所に入れられたとき,"Aretheygoingtofeedthemniggersbeforetheydoawhite

man?"(H,p.258)と考えて白人優越意識を覗かせていたLHoustonの召使いの黒人を見て,

‖cursingtheNegroforhisblackskininside血ewarmergarmentsthanhis,awhiteman's

・.."(p.ll)と呪い侮蔑していた。しかし,バーチマソからメンフィスへ向う途中に寄った飲食店

で出会った罪人がMinkを自動車に乗せてくれた場面(p.262)とか,故郷に入って黒人の畑の

綿摘みの仕事をし,その家に泊めてもらうエピソード(pp.399-404)とかが示しているように,か

って買入に対して持っていた侮蔑の感情からMinkは免れている。"…maybethenewlawseven

saidチniggercouldevenownastore,rememberingsomethingelsefromthirty-eightyears
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back." (p.290)という彼の視点を通しての作者の説明は, 38年前のMinkと現在の役との違い,

変化を示している。

このように38年の間にMinkは変貌したが,その間Flemは"a prominent banker and丘nan-

cier" (p.419)となって,大きな館の所有者としておさまった。が,自分の部屋の炉跡こ"another

Flem Snopes monument" (p. 164)として付けた足掛に足をのせて, ``…not reading, just sitting

there with his feet propped and his hat on, his jaw moving faintly and steadil≠ as if he were

chewing." (p.413)と, 40年も前にVarnerの店の店員になったときに覚えた身なりと仕草とほと

んど変わらない姿で括かれている。与の描写にも挿絵した調子が窺えるが,最終章で故人となった

Flemに関する次のような説明にも,同じような侮蔑的な抑臆した調子が感じられると思う。

He (the deceased) had no auspices either: fraternal, civic, nor military: only血ance;

not an economy-cotton or cattle or anything else which Yoknapatawpha County

and Mississippi were established on and kept running by, but belonging simply to

Money. He had been a member of a Je斤erson church true enough, as the outward

and augmented physical aspect of the edi丘ce showed, but even that had been not a

subservience nor even an aspiration nor even really a confederation nor even an

amnesty, but simply an armistice temporary between two irreconcilable tongues.

(p.419)

Flemは"pure and simple nose for money" (p.56)でもって,共同体の上流階級に加わり,

"respectability to him was just a tool"1と作者が評したように,教会の執事の職をも社会的体面

を備える一つの道具として使い,自分では運転しない高級車を所有し,館の自分の部屋で　Ratlig

が言うところの"the same little chunk of Frenchman's Bend air he had brought in his mou血'

(p.220)をも(・もく・やっている。このような姿,生き方は,明らかに彼の精神の空さ,内実の欠落

を示している　Vickeryが言うように, "He has simply lost his reason for living. …life can

offer no hope, no challenge except the perfunctory one of preserving the status qu0.1であ

り,まるでBrooksの言葉を使えば"the hollow man indeとd, a ghost"　いわば色彩の浮かび

上がってこない陰画のような趣きすらある。

第-のセクショソのMinkとHoustonの場合と違い,このセクシ王ソでは明白に対比されては

いないが,人物像において,内実の空さに合わせて卑小化されているFlemに対して　Minkは社

会的,物質的欲望から匿れて精神の静穏を獲得し,神への信掛こよって精神が支えられているよう

な人物として,肥大化されているように思われる。もしFlemがMinkに殺されることに, `poetic

justice'とでも呼べるような趣きがあるとすれば,それはFlemに対するMinkの怨念が,最後の

裁きを下す神への深い信頼を通して晴らされたように感じられるからである。

Brooksは"He 〔Mink〕 is血e only Snopes with a sense of honor-the only Snopes, that

is, who can feel resentment and lash out against it, imprudently and to his own hurtカ18'と

いう理由で,彼を英雄(hero)と考えているが,もし彼が英雄的人物像に近づいているとすれlf,

それは"honor"という概念からではなくて, "Mink's is the heroism of the will, a man living

out his need…サ19)という意味から考える方が適切であろう。つまり,強い意志の力で苦境をとこ

とんまで生き抜いて,人間としてO'*厳を勝ち取ろうとする姿勢を体現しているという意味で,

-　72　-



スノーブス一族の終息

Minkは英雄的な人物になっていると言いうるかも知れない。

MM

Noel Polkは自己の論旨が度を越していることを認めながらも　The TownとThe Mansionに

おいて, Flemが``cheat"したのは発電所の一件だけで　The Hamletにおける彼は. Jodyとか

Will Varnerよりもはるかに"honest"であり,我々の"misplaced hatred of Flem"の結果,彼

の行為を不当に評価してきたのではないかと述べている20)。なるほどMinkは,現実には二つの殺

人という大罪を犯しており,法律的にはFlemよりもはるかに罪深い人間である。しかしFlemが

法律に触れないところでやっていることは,妻子,一族をも自分の目的に役立たなければ冷徹に見

捨て, "the old verities and truths of the heart"2"を踏みにじるという罪を犯しているわけで,

これをHawthorneなら,さしずめ「許されざる罪」 (The Unpardonable Sin)と呼ぶところだろ

う。・人間存在としての心の罪という点では, MinkよりもFlemの方が被告席に立たされるはずで

ある。

CowleyはFaulkner文学の特散として,社会的には最も非難されるべき行為であっても,その

劇的特質(dramatic qualities)の故に,つまり,その行為を支えている情熱(passion)と精神の

一途さ(singlemindedness),あるいは純粋さ(purity)の故に,芸術作品を高めるものとして観察

すべきであるという象教派の教訓(the Symbolist precepts)が適用されている,と指摘している22}。

このあと彼は続けて, Jason, Christmas, Minkの名を挙げ,更に"Even Mink's rich cousin

Flem, the type of everything that Faulkner detested, acquires a redeeming dignity at the

end"2　と言っている。確かにFlemは,周囲のあらゆる人間を自己の社会的上昇の道具として,

冷然と使うことができるタイプの人間の典型という点では,劇的特質を備えている。が,果して

Cowleyの言うように,彼が最後には,それまでの行為を償うような威厳を~獲得しているかどうか

は,大いに疑問であるように思われる。

Faulknerは人種統合(integration)の問題が南部を中心に渦巻いていた1956年2月に　London

Sunday Timesの特派員とのイソタヴューで,彼の"go slow"という考への批判に答えて, "The

European critics are right, morally, but there is something stronger in man than a moral

condition."20と述べている。ここで彼が言っている``something"とは, `"human nature, which

at times has nothing to'do with moral truths"25>,つまり,道徳的,社会的に悪であることを承

知していながら,なおかつ時には感情に突き動かされて悪をも犯しうる,生身の人間が内にかかえ

ている劣悪で悲しく暗い特質だと解釈していいだろう。 Mink, Christmas, Sutpenに作者が隠放な

同情を寄せているのは・単に彼が物語の劇的な展開を図るという創作上の効用から,彼らの破滅型

情念を必要としたためでなく,本質的には作者のこの人間性の見方の反映であるとも思われる。彼

らのように感情に駆られて時に盲目的になることなく,全てを損得計算で冷厳に見ていこうとする

Flem,作者の言葉を使えば, "an ambition as base as simple vanity and rapacity and greed"26'

を持っていたFlemは,作者の同情からは遠い存在になっているのは間違いない。

最後に放れておきたいのは, Minkが最後に戻って行く場所は, Polkが主張するように「老フ

ラソス人足敷」 (the Old Frenchman'sPlace)かどうかという問題である。もし彼の言う通りであ

れば, "the trilogy comes full circle, thematically and narratively""'となるかも知れないが,
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Minkが帰って行くのは,やはり彼のかつての家の方が適しい。というのは　StevensとRatligが

Minkを見つけに行こうとするときの会話の中で　Ratligが``What else has he got but home?"

(p.418)と言い,外郭すら残っていない役の家には"cellar" (p. 418)があると述べており,そして

実際に彼らがMinkを見つけるのは"the old cellar" (p. 432)という筋の展開になっているからで

ある。その上,伝説化されていた物質的栄華の象徴であり　Flemが社会的上昇の手段として使っ

た「老フランス人足敷」よりは　Minkがバーチマソに行く前に住んでいた家こそ,彼が帰ってひ

っそり身を横たえるに適しい場所だと思われる。 Flemが自己の夢の表象であり;その記念碑であ

った館(p.202)で,何の抵抗も示さずに殺されたように　Minkは"the hard savage years of

his hard and barren life" (p.290)の記憶がしみ着いていた彼のかつての家で, _死の世界に誘い

込もうとする大地に横たわって, "the folks that had the trouble but were free now" (p.435)

に満ちている死者たちの世界の仲間入りをする,というのが作者の意図ではなかっただろうか。

Flemの死後,彼の館はLindaの希望と努力によって,ロス・アソゼルスに住んでいるDeSpain

の血縁に返されることiこなり,彼女は英国製のジャガーに乗ってジェファソソを去って行く。これ

にはFaulknerが,スノープシズムの記念碑的人物であるFlemを創り出した作家としての責任を

取って,きれいにスノーブス一族の物語に決着をつけておこうとするかのような趣きすら窺えるよ

うに思われる。
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Abstract

The End of the Snopeses: The Mansion

Hisao Tanaka

The Mansion (1959) brought to an end "the thirty-four-year progress of this particular chronicle,

the story of the Snopeses. This paper is primarily a study of Mink's role in The Mansion, paying

attention to Faulkner's intention in his characterization, and a brief exploration of several topics in-

eluding the nature of Snopesism.

The three sections which comprise this book are arranged to progress toward the subject of the self-

destruction of the Snopeses. The五rst section, "Mink," emphasizes both his abject poverty and his

singlemindedness in "defending his simple rights, to suggest that his murder of Houston is a step

leading to his revenge on his cousin Flem,バa prominent banker and financier," who had ignored仙the

ancient immutable laws of simple blood kinship." The second section, "Linda, more expanded in time

and space than the丘rst, suspends for a time the progress of Mink's story. The section, however, by

alluding at times to contemporary international situations such as the Spanish Civil War which aだ∝ted

Linda's life, gives the background of the personal change which leads to her aiding Mink indirectly in

his murder of Flem. The丘nal section, "Flem," is an attempt to put into relief the hollowness of

Flem's ownership of the mansion, his attempt to acquire a symbol of "respectability and aristocracy.'

Further, by showing Mink's change in his view of仙Old Moster" as well as in his attitude toward

Negroes, Flem's section creates a magnified image of Mink, so that his murder of Flem may produce

some sense of poetic justice. If Mink appears to become a hero at the end, it is because he proves to

be not so much a man with a sense of honor as a man with the will to live out his bad luck, there-

by showing his pride and integrity as a sentient human being.

The murderer Mink is more culpable in terms of law than Flem, who cheats "only once" in The

Town and The Mansion, but the latter is more guilty in that he commits what Hawthorne would call

"the Unpardonable Sin by disregarding "the old verities and truths of the heart" simply for the

attainment of his goals. Mink's passion and singlemindedness may be dramatic qualities to enhance a

蝣work of art according to Cowley s idea of "the Symbolist precepts. If we sense Faulkner's subtle

sympathy with Mink, however, it is not only because Mink's character satisfies Faulkner's artistic

vision, but also because of the author's sympathetic view of human nature, which he terms "something

stronger in man than a moral condition.

The place to which Mink returns at the end is not the Old Frenchman's Place, as Noel Polk insists,

but the house which was once Mink's: he returns to his old rotten house, a good reminder of "the

hard savage years of his hard and barren life," instead of the Place, which was the legendary symbol

of physical splendor and which Flem once used in seeking a higher social position.
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